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２ かけ算

（１） ０のかけ算

基本のたしかめ

０が入った計算を考えましょう。

１ ふくろの中から色のついた玉をとり出します。

赤玉は３点、青玉は２点、黄玉は１点、白玉は０点です。

２下の表のように取り出しました。何点とったのか、式を

立てて考えましょう。

３ １

取り出した数 こ とく点をもとめる式 とく点（点）（ ）

赤玉（３点） ３

青玉（２点） ５

黄玉（１点） ０

白玉（０点） ４

とく点は、 でもとめることができる。点数 × 取り出した数

しかし、黄玉は１つも取り出していないので てん

また、白玉は点数が１玉０点なので てん

ぜんぶ

あわせて、 てん となる。

どんな数に ０ をかけても、０ にどんな数をかけても、答えは ０ になります。
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ステップ１

２ ふくろの中から玉を取り出します。全部で何点とったでしょう。□にあてはまる式

や数をかきましょう。

取り出した数 こ とく点をもとめる式 とく点（点）（ ）

赤玉（３点） ５

点

青玉（２点） ０

点

黄玉（１点） ７

点

白玉（０点） ４

点

全部で てん

（２） かけ算のきまり

基本のたしかめ

九九の表から、どんな増え方をしているかに目をつけて考えましょう。

３ 九九の表から、どんなきまりがあるのか調べよう。

か け る 数

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９１

か ２ ４ ６ ８ １０ １２ １４ １６ １８２

け ３ ６ ９ １２ １５ １８ ２１ ２４ ２７３

ら ４ ８ １２ １６ ２０ ２４ ２８ ３２ ３６４

れ ５ １０ １５ ２０ ２５ ３０ ３５ ４０ ４５５

る ６ １２ １８ ２４ ３０ ３６ ４２ ４８ ５４６

数 ７ １４ ２１ ２８ ３５ ４２ ４９ ５６ ６３７

８ １６ ２４ ３２ ４０ ４８ ５６ ６４ ７２８

９ １８ ２７ ３６ ４５ ５４ ６３ ７２ ８１９
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かけられる数が ４の時、上の矢印のように、かける数が １ふえる ごとに、

ずつ

４ ８ １２ １６ ２０ ２４ ２８ ３２ ３６４

下の矢印のように、かける数が １へるごとに ずつ

それは、かけられる数がどの数の時も同じである。

かけ算では、

かける数が１ふえると、答えは かけられる数 だけふえ、

かける数が１へると、答えは かけられる数 だけへります。

４ 次の表の①から⑨について考えましょう。

か け る 数

１０１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ①１

か ２ ４ ６ ８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０２

け ３ ６ ９ １２ １５ １８ ２１ ２４ ２７ ②３

ら ４ ８ １２ １６ ２０ ２４ ２８ ３２ ３６ ４０４

れ ５ １０ １５ ２０ ２５ ３０ ３５ ４０ ４５ ５０５

る ６ １２ １８ ２４ ３０ ３６ ４２ ４８ ５４ ③６

数 ７ １４ ２１ ２８ ３５ ４２ ４９ ５６ ６３ ７０７

８ １６ ２４ ３２ ４０ ４８ ５６ ６４ ７２ ８０８

９ １８ ２７ ３６ ４５ ５４ ６３ ７２ ８１ ９０９

①は １ × １０ で、 １ × ９ から １ふえた数で になる。

②は で、３ × ９ から ３ ふえた数で なる。

同じように、③は になる。
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５ ○はいくつあるでしょう？かけ算を使って求めよう。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 線でかこまれた ８こ が ５だん あるとみると

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 式は

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ となり

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 答えは

こ ある。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 線でかこまれた ５こ が ８れつ あるとみると

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 式は

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ となり

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 答えは

こ ある。

表からもわかるように、どちらで計算しても答えは同じになる。

二つの大きさが等しいとき「 」を使って 「８×５＝５×８」と表します。＝ 、

「 」を等号といいます。＝
とうごう

かけ算では、かける数とかけられる数を

入れかえて計算しても、答えは同じになります。

６ 表の色のついている場所にはどんな数が入るでしょう。

か け る 数

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０１

２ ４ ６ ８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０２

か ３ ６ ９ １２ １５ １８ ２１ ２４ ２７ ３０３

け ４ ８ １２ １６ ２０ ２４ ２８ ３２ ３６ ４０４

ら ５ １０ １５ ２０ ２５ ３０ ３５ ４０ ４５ ５０５

れ ６ １２ １８ ２４ ３０ ３６ ４２ ４８ ５４ ６０６

る ７ １４ ２１ ２８ ３５ ４２ ４９ ５６ ６３ ７０７

数 ８ １６ ２４ ３２ ４０ ４８ ５６ ６４ ７２ ８０８

９ １８ ２７ ３６ ４５ ５４ ６３ ７２ ８１ ９０９

① ２０ ３０ ４０ ② ③ ７０ ④ ⑤ ⑥１０

九九表から

①は １０ × １ を計算した答えが入ることがわかる。

かけられる数が １０ で かける数が １ なので、１０の１つ分で 、
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②は 、③は 、④は 、⑤は 、

⑥は

また、かけ算は、かける数とかけられる数を入れかえても、答えが同じなので、

１０ × １ ＝ １ × １０ とみることができる。

１ × １０ は １ × ９ より １だけ 大きいので

とみることもできる。

５ × １０ ＝ × ＝

１０ × １０ ＝ となる

７ 全部でいくつあるのか考えよう。

３人の子どもがいます。その子たちは、

、 。８つぶのキャラメルが入ったはこを ２はこずつ 持っています

子どもたちは全部で何つぶの

キャラメルを持っているでしょう。

○１人いくつのキャラメルを持っているか？１人分を考えたとき

「８つぶ入りのキャラメルのはこを２はこ持っている」から

１人分は になり、３人の子がいるので、

３人分はあわせると （ ）×３ になる。

答えは つぶ になる。

○３人でどれだけのはこを持っているか。はこの数を考えたとき

「１人で２はこ持っていて、３人いる」から

はこの数 になり、１はこには８つぶ入っているので

は

５ ６ ７ ８

１ ２ ３ ４

キャラメル
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何つぶあるかというと ８× （ になる。

答えは つぶ になる。

１人分を考えたときと、はこの数を考えたときは、同じように何つぶか？を求めて

いるので、 （８×２）×３＝８×（２×３） と表すことができる。

８ 全部でいくつつくったのか考えよう。 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

兄は☆を、弟は★をつくりました。 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

あわせて、星はいくつでできたのでしょう。 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

○兄と弟のつくった星をそれぞれ求めて考えると ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

兄がつくった量は ３× ＝

弟がつくった量は ×７＝ あわせて こ

○さいしょからできた星の数を合わせて考えると

たては ＋ ＝ 、よこは となるので、

（３＋ ）× ＝ こ になる。

どちらのやり方も、１つの式でまとめると

３× ＋ ×７＝

（３＋ ）× ＝

どちらも、全部の星の数を表しているので 「＝」を使って次のように表すことができ、

ます。

３×７＋２×７ ＝ （３＋２）×７
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ステップ１

９ にあてはまる数を書きましょう。

①８×７＝７× ②４×９＝ ×４

③３×６＝３×５＋ ④６×５＝６×４＋

⑤７×４＝７×５－ ⑥２×８＝２×９－

⑦３×１０＝ ⑧５×１０＝

⑨１０×１＝ ⑩１０×９＝

⑪１０×０＝ ⑫０×０＝

にあてはまる数を書きましょう。10

①（２×４）×８＝２×（ ×８）

②（５×３）×９＝ ×（３× ）

③（４＋８）×９＝（４×９）＋（８× ）

④（２＋３）×５＝（２×５）＋（ ×５）

⑤（１＋８）×３＝（１× ）＋（８× ）

⑥７×５×４＝
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ステップ２

２通りのとき方で求めましょう。11

今度、たんじょう日に友だちにプレゼントをくばりたい。１ふくろにクッキーが４

つ入ったおかしを、２ふくろずつ、５人の友だちにくばりたいと思います。いくつ

クッキーを作ればいいでしょうか？

①全部で何ふくろつくるか？を考えたとき方

。ふくろの数を出す式は で ふくろいる

。だから、クッキーの数は 全部で で こ になる

②１人分のクッキーの数を考えたとき方

。１人分のクッキーの数は で こ になる

。友だちが５人いるから 全部で で こ になる

２通りのとき方で求めましょう。12

右にならべた白と黒のご石の数はあわせて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

いくつでしょう？ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

● ● ● ● ● ● ● ●

①（白いご石の数）＋（黒いご石の数） ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

× ＋ × ● ● ● ● ● ● ● ●

となり、ご石の数は全部で こ になる。

②白黒分けないで、まとめて考えて （たて）×（横）で考えると、式は、

（ ＋ ）× となり、

ご石の数は全部で

こ になる。
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答えのページ

（１） ０のかけ算

基本のたしかめ

０が入った計算を考えましょう。

１ ふくろの中から色のついた玉をとり出します。

赤玉は３点、青玉は２点、黄玉は１点、白玉は０点です。

２下の表のように取り出しました。何点とったのか、式を

立てて考えましょう。

３ １

取り出した数 こ とく点をもとめる式 とく点（点）（ ）

３×３ ９赤玉（３点） ３

２×５ １０青玉（２点） ５

１×０ ０黄玉（１点） ０

０×４ ０白玉（０点） ４

とく点は、 でもとめることができる。点数 × 取り出した数

しかし、黄玉は１つも取り出していないので てん０

また、白玉は点数が１玉０点なので てん０

ぜんぶ

あわせて、 てん となる。１９

どんな数に ０ をかけても、０ にどんな数をかけても、答えは ０ になります。
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ステップ１

２ ふくろの中から玉を取り出します。全部で何点とったでしょう。□にあてはまる式

や数をかきましょう。

取り出した数 こ とく点をもとめる式 とく点（点）（ ）

赤玉（３点） ５

点３×５ １５

青玉（２点） ０

点２×０ ０

黄玉（１点） ７

点１×７ ７

白玉（０点） ４

点０×４ ０

全部で 点２２

（２） かけ算のきまり

基本のたしかめ

九九の表から、どんな増え方をしているかに目をつけて考えましょう。

３ 九九の表から、どんなきまりがあるのか調べよう。

か け る 数

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９１

か ２ ４ ６ ８ １０ １２ １４ １６ １８２

け ３ ６ ９ １２ １５ １８ ２１ ２４ ２７３

ら ４ ８ １２ １６ ２０ ２４ ２８ ３２ ３６４

れ ５ １０ １５ ２０ ２５ ３０ ３５ ４０ ４５５

る ６ １２ １８ ２４ ３０ ３６ ４２ ４８ ５４６

数 ７ １４ ２１ ２８ ３５ ４２ ４９ ５６ ６３７

８ １６ ２４ ３２ ４０ ４８ ５６ ６４ ７２８

９ １８ ２７ ３６ ４５ ５４ ６３ ７２ ８１９
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かけられる数が ４の時、上の矢印のように、かける数が １ふえる ごとに、

４ ふえるずつ

４ ８ １２ １６ ２０ ２４ ２８ ３２ ３６４

４ へる下の矢印のように、かける数が １へるごとに ずつ

それは、かけられる数がどの数の時も同じである。

かけ算では、

かける数が１ふえると、答えは かけられる数 だけふえ、

かける数が１へると、答えは かけられる数 だけへります。

４ 次の表の①から⑨について考えましょう。

か け る 数

１０１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ①１

か ２ ４ ６ ８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０２

け ３ ６ ９ １２ １５ １８ ２１ ２４ ２７ ②３

ら ４ ８ １２ １６ ２０ ２４ ２８ ３２ ３６ ４０４

れ ５ １０ １５ ２０ ２５ ３０ ３５ ４０ ４５ ５０５

る ６ １２ １８ ２４ ３０ ３６ ４２ ４８ ５４ ③６

数 ７ １４ ２１ ２８ ３５ ４２ ４９ ５６ ６３ ７０７

８ １６ ２４ ３２ ４０ ４８ ５６ ６４ ７２ ８０８

９ １８ ２７ ３６ ４５ ５４ ６３ ７２ ８１ ９０９

①は １ × １０ で、 １ × ９ から １ふえた数で になる。１０

②は で、３ × ９ から ３ ふえた数で なる。３×１０ ３０

同じように、③は になる。６０
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５ ○はいくつあるでしょう？かけ算を使って求めよう。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 線でかこまれた ８こ が ５だん あるとみると

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 式は

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ となり８×５

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 答えは

こ ある。４０

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 線でかこまれた ５こ が ８れつ あるとみると

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 式は

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ となり５×８

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 答えは

こ ある。４０

表からもわかるように、どちらで計算しても答えは同じになる。

二つの大きさが等しいとき「 」を使って 「８×５＝５×８」と表します。＝ 、

「 」を等号といいます。＝
とうごう

かけ算では、かける数とかけられる数を

入れかえて計算しても、答えは同じになります。

６ 表の色のついている場所にはどんな数が入るでしょう。

か け る 数

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０１

２ ４ ６ ８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０２

か ３ ６ ９ １２ １５ １８ ２１ ２４ ２７ ３０３

け ４ ８ １２ １６ ２０ ２４ ２８ ３２ ３６ ４０４

ら ５ １０ １５ ２０ ２５ ３０ ３５ ４０ ４５ ５０５

れ ６ １２ １８ ２４ ３０ ３６ ４２ ４８ ５４ ６０６

る ７ １４ ２１ ２８ ３５ ４２ ４９ ５６ ６３ ７０７

数 ８ １６ ２４ ３２ ４０ ４８ ５６ ６４ ７２ ８０８

９ １８ ２７ ３６ ４５ ５４ ６３ ７２ ８１ ９０９

① ２０ ３０ ４０ ② ③ ７０ ④ ⑤ ⑥１０

九九表から

①は １０ × １ を計算した答えが入ることがわかる。

、かけられる数が １０ で かける数が １ なので、１０の１つ分で １０
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②は 、③は 、④は 、⑤は 、５０ ６０ ８０ ９０

１０ ０⑥は

また、かけ算は、かける数とかけられる数を入れかえても、答えが同じなので、

１０ × １ ＝ １ × １０ とみることができる。

１０１ × １０ は １ × ９ より １だけ 大きいので

とみることもできる。

１０ ５ ５０５ × １０ ＝ × ＝

１０ × １０ ＝ となる１００

７ 全部でいくつあるのか考えよう。

３人の子どもがいます。その子たちは、

８つぶのキャラメルが入ったはこを、２はこずつ 持っています。子どもたちは全部で

何つぶの

キャラメルを持っているでしょう。

○１人いくつのキャラメルを持っているか？１人分を考えたとき

「８つぶ入りのキャラメルのはこを２はこ持っている」から

１人分は になり、３人の子がいるので、８×２

３人分はあわせると （ ）×３ になる。８×２

答えは つぶ になる。４８

○３人でどれだけのはこを持っているか？はこの数を考えたとき

「１人で２はこ持っていて、３人いる」から

はこの数 になり、１はこには８つぶ入っているので２×３

は

５ ６ ７ ８

１ ２ ３ ４

キャラメル
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何つぶあるかというと ８× （ になる。２×３）

答えは つぶ になる。４８

１人分を考えたときと、はこの数を考えたときは、同じように何つぶか？を求めて

いるので、 （８×２）×３＝８×（２×３） と表すことができる。

８ 全部でいくつつくったのか考えよう。 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

兄は☆を、弟は★をつくりました。 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

あわせて、星はいくつでできたのでしょう。 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

○兄と弟のつくった星をそれぞれ求めて考えると ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

７ ２１兄がつくった量は ３× ＝

弟がつくった量は ×７＝ あわせて こ２ １４ ３５

○さいしょからできた星の数を合わせて考えると

たては ＋ ＝ 、よこは となるので、３ ２ ５ ７

（３＋ ）× ＝ こ になる。２ ７ ３５ ３５

どちらのやり方も、１つの式でまとめると

７ ２ ３５３× ＋ ×７＝

２ ７ ３５（３＋ ）× ＝

どちらも、全部の星の数を表しているので 「＝」を使って次のように表すことができ、

ます。

３×７＋２×７ ＝ （３＋２）×７
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ステップ１

９ にあてはまる数を書きましょう。

①８×７＝７× ②４×９＝ ×４８ ９

３ ６③３×６＝３×５＋ ④６×５＝６×４＋

７ ２⑤７×４＝７×５－ ⑥２×８＝２×９－

３０ ５０⑦３×１０＝ ⑧５×１０＝

１０ ９０⑨１０×１＝ ⑩１０×９＝

０ ０⑪１０×０＝ ⑫０×０＝

にあてはまる数を書きましょう。10

①（２×４）×８＝２×（ ×８）４

②（５×３）×９＝ ×（３× ）５ ９

③（４＋８）×９＝（４×９）＋（８× ）９

④（２＋３）×５＝（２×５）＋（ ×５）３

⑤（１＋８）×３＝（１× ）＋（８× ）３ ３

１４０⑥７×５×４＝
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ステップ２

２通りのとき方で求めましょう。11

今度、たんじょう日に友だちにプレゼントを配りたい。１ふくろにクッキーが４つ

入ったおかしを、２ふくろずつ、５人の友だちに配りたいと思います。いくつクッ

キーを作ればいいでしょうか？

①全部で何ふくろつくるか？を考えたとき方

。ふくろの数を出す式は で １０ ふくろいる２×５

。だから、クッキーの数は 全部で で こ になる４×２×５ ４０

②１人分のクッキーの数を考えたとき方

。１人分のクッキーの数は で こ になる４×２ ８

。友だちが５人いるから 全部で で こ になる４×２×５ ４０

２通りのとき方で求めましょう。12

右にならべた白と黒のご石の数はあわせて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

いくつでしょう？ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

● ● ● ● ● ● ● ●

①（白いご石の数）＋（黒いご石の数） ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

× ＋ × ● ● ● ● ● ● ● ●２ ８ ４ ８

となり、ご石の数は全部で こ になる。４８

②白黒分けないで、まとめて考えて （たて）×（横）で考えると、式は、

（ ＋ ）× となり、２ ４ ８

ご石の数は全部で

こ になる。４８


